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批粒数もまた同様な傾向で，この傾向は晩期播種に明ら

かに現われ．且つ覆土の少いほど廟著に認められた（第

3表参照）．

従って有効茎歩合を高め穂重を増すためには適期播種

と瞳巾は広い方が良く，覆土は狭巾密条播のため土寄

第　3　表．　抜　取　り

せ・土入れが出来ないので，霜害・凍害により根の浮く

のを防ぐため，覆土の多い方が麦の融雪期の生育を良く

するものと考えられる．なおこの試験は施肥量がやや少

いため肥え切れの様相を示したことから，施肥量を幾分

増肥した方が良いと思われる．

株　調　査　成　績

穂 長
当

水田裏作ドリル播栽培に関する試験

瞳幅と株間の広狭（1）並びに

睦幅と施肥量との関係（2）

八　柳　三　郎・閑　　　寛　蔵

書　田　善　書・細　田　　　清

（東北農試盛岡試験地）

麦類の畑でのドリル栽培法による増収は従来の試験に

よって一般に認められているが，水田裏作ドリル播栽培

法では試験研究が進められていないので，同法での栽植

密度及び施肥量について検討したのでその結果を報告す

る．

1．試　験　方　法

試験Ⅰ

供託品種は大麦会津7号，播種期は9月25日，施肥量

は標準栽培の5割増肥，N成分は半量基肥・半量追肥と
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し，栽植密度は

左記の条件によ

る．

試験　Ⅱ

大麦会津7号

を供試し，播種期は10月1日で下記の供試条件によっ

た．施肥量は標準肥料と金肥を3割・5割・8割増の増

肥区とし　追肥は硫安11．25鬼才を穂肥に施用した．

2．試　験　括　果

試験Ⅰ　生育の推移（第1表）

栽植密度と草丈の関係は生育初期では瞳巾・株間が疎

なほど，後期でも疎なほど，また林間は密であれば草丈

が短くなる傾向がある．茎数との関係は疎になるほど増

加し，株当り最高分けつ期の茎数も廉になるほど遅延の

候向が見られる．

収穫物調査

収量構成要素と栽植密度との関係は（第2表）梓長で

は大差がなく，1株穂数・穂長・穂重・平均1穂重とも

疎になるほど増加する．一万3．3〝富2当り株数が多い場合

は株の生育は劣るが，3．3I花2穂数は栽植密度が密になる

につれて増加する．収量（3．3〃22穂重）は一般に吐巾・

株間が酔こなるほど増収するが，吐巾18e潤・24紺．株間

12e邦区は減収するが，瞳巾18C罰，株間6～9e潤区は極密

播区と大差がない．

以上のことから大麦の水田裏作ドリル播栽培の場合は

第1表．　生　育

ある程度栽植密度を疎にし，株の健全化と，3．3沼2穂数

を確保すれば当地方では収量の安定化が期せられるもの

と考慮される．

試験Ⅱ　生育の推移（第3表）

生育に対する瞳巾と施肥量との関係は，草丈は増肥区

が劇巴区に優るが，生産初期では密なほど，後期では頗

なほど標準区より劣った．茎数（3．3椚2当り）は増肥区

は標肥区より優るが，増肥の場合は密度による差は明ら

かでない．また睦巾が密なほど多くなるが18cm区では標

準と大差がない．

収量に及ぼす影響は（第4表）梓長・穂長では増肥区

が標肥区に優り，梓長は各睦巾とも5割増肥区が優り，

睦巾間では疎なほど優る．しかしいづれの場合も標準区

に劣る．

穂数（3・3〝‡2当り）は増肥ほど，また睦巾が密なほど

多いが，24C餌区では標準区と大差がない．

精子実重（第1回）は一般に増肥によって捌巴区より

また睦巾が疎なはど劇巴区より収量が多く，とくに5割

増肥区では最も多収であった．標準肥区は睦巾が密なほ

ど収量が多い傾向が見られる．そしてN3．75毎当り10a

精子実重生産量は標準肥区では畦巾が密なほど優るが．

増肥間では疎なはど標肥に優り，標準区に比べて5割増

肥が差がなく，3割増肥がやや劣り，8割増肥は明らか

に劣った．

以上のことから水田裏作ドリル播栽培の安全で多収を

得る場合，吐巾が18C贋程度で5割前後の増肥が適当のも

ののようである．

3．む　　す　　び

これらのことから水田実作ドリル播栽培の安全で多収

を得るための栽植密度は18C舵×6～，C邦，施肥量は地力

に応じて増肥とし，5割前後が適量と考えられる．

の　推　移

茎 数
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第　2　表．　収　　穫　物　　調　　べ

長

第3表．生育の推移

項　　　　目

刷　　り。、　＼　、

草　丈（印）

11．6；4．7

茎　数（本）

11・畑　4・7

12（・有

標　　肥
3割増肥
5　〝

8　・′

13．6；8，820弓　6，21

14．0　至　8，820

15．2：9，270
14．5！8，955

第4表．成熟期調査
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